
まれる
きる
かされる

−「聞
も ん

・問
も ん

・開
か い

」という学び−
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三さ

ん

帰き

依え

文も
ん

　
（
和
文
）

人に
ん

身じ
ん

受う

け
難が
た

し
、い
ま
す
で
に
受
く
。仏ぶ
っ

法ぽ
う

聞
き
難
し
、い
ま
す
で
に
聞
く
。

こ
の
身み

今こ
ん

生じ
ょ
う

に
お
い
て
度ど

せ
ず
ん
ば
、
さ
ら
に
い
ず
れ
の
生し
ょ
う

に
お
い
て

か
こ
の
身
を
度
せ
ん
。
大だ
い

衆し
ゅ

も
ろ
と
も
に
、
至し

心し
ん

に
三さ
ん

宝ぼ
う

に
帰き

依え

し
奉
た
て
ま
つる

べ
し
。

自
ら
仏ぶ
つ

に
帰
依
し
た
て
ま
つ
る
。
ま
さ
に
願
わ
く
は
衆し
ゅ

生じ
ょ
う

と
と
も
に
、

大だ
い

道ど
う

を
体た
い

解げ

し
て
、
無む

上じ
ょ
う

意い

を
発お
こ

さ
ん
。

自
ら
法ほ
う

に
帰
依
し
た
て
ま
つ
る
。
ま
さ
に
願
わ
く
は
衆
生
と
と
も
に
、

深
く
経き
ょ
う

蔵ぞ
う

に
入い

り
て
、
智ち

慧え

海う
み

の
ご
と
く
な
ら
ん
。

自
ら
僧そ
う

に
帰
依
し
た
て
ま
つ
る
。
ま
さ
に
願
わ
く
は
衆
生
と
と
も
に
、

大
衆
を
統と
う

理り

し
て
、
一い
っ

切さ
い

無む

碍げ

な
ら
ん
。

無む

上じ
ょ
う

甚じ
ん

深じ
ん

微み

妙み
ょ
う

の
法
は
、
百
千
万
劫ご
う

に
も
遭あ
い

遇あ

う
こ
と
難か
た

し
。
我わ
れ

い
ま

見け
ん

聞も
ん

し
受じ
ゅ

持じ

す
る
こ
と
を
得
た
り
。
願
わ
く
は
如に
ょ

来ら
い

の
真し
ん

実じ
つ

義ぎ

を
解げ

し
た

て
ま
つ
ら
ん
。
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【現代語訳】

　人間として生まれることは、とてもむずかしい。私は今ここに、

当たり前ではない、人間としての生を受けた。仏（ブッダ）の真実

の教えに会い、聞くことはとてもむずかしい。私は今ここに、その

真実の教えを聞く機会を得た。

　今、この人生において、迷いからめざめることができなければ、

たとえ、どれだけ生まれ変わることがあったとしても、迷いの暗闇

から解放されることはない。多くの人々とともに、心の底から、仏・

法・僧の三
さん

宝
ぼう

を信じ、敬
うやま

い、生活の中心として生きることを誓います。

　私は、仏
ぶつ

（ブッダ）を信じ、敬い、生活の中心として生きていき

ます。あらゆる人々とともに、仏の示された迷うことのない、心の

底から安心して歩める大
だい

道
どう

を、私の歩むべき道と定め、人間を 成
じょう

就
じゅ

する大いなる心をおこします。

　私は、法
ほう

（ダルマ）を信じ、敬い、生活の中心として生きていき

ます。あらゆる人々とともに、仏の説かれた教えを深く尋ね、海水

にたとえられる無限の智
ち

慧
え

を求めていきます。

　私は、僧
そう

（サンガ）を信じ、敬い、生活の中心として生きていき

ます。あらゆる人々とともに、仏の教え（道理）によって、自由で

平等な人生を、尊く生きる日々を歩みます。

　この上なく奥深く、すぐれた真実の教えは、どれほどの長い年月

を経ても、めぐりあうことはむずかしい。その教えに私は今、めぐ

りあうことができた。私はみ仏
ほとけ

（如
にょ

来
らい

）の教えの、真実の願いがほ

んとうにいただけるよう、聞き、問い続けていきます。
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Buddham saranam gacchami

Dhammam saranam gacchami

Samgham saranam gacchami

� ブッダン� サラナン� ガッチャーミ

� ダンマン� サラナン� ガッチャーミ

� サンガン� サラナン� ガッチャーミ

   Bud−dham           sa−ra−nam            gac−cha−           mi

Dham−mam        sa−ra−nam            gac−cha−            mi

Sam−gham          sa ra nam              gac−cha−            mi

敬虔に
（復唱法による）
３
４

三帰依　（パーリ語）※古代インドから伝わる言語

【現代語訳】

私はブッダを信じ、敬い、生活の中心として生きていきます。

私はダルマを信じ、敬い、生活の中心として生きていきます。

私はサンガを信じ、敬い、生活の中心として生きていきます。
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　私たちの学校にある「宗教」の授業は、「宗
教を学ぶ」時間ではありません。「宗教に学ぶ」
時間です。では、いったい何を学ぶのでしょう
か。

　長年にわたり、真宗大谷派関係学校で人間教
育に取り組んだある校長先生は、教育を「付

ふ
加
か

価値教育」と「本体価値教育」の二つに分けて
考えることを大事にされました。「付加価値教
育」とは「今の私に付け足す学び」です。「本
体価値教育」は、何かを付け足そうとしている
「私そのものに関する学び」です。どちらも大
事な学びです。
　皆さんが学んでこられた歩みを振り返った
時、勉強といえばその時々の私に付け足すこと
に重きをおいてきたとするなら、一度この辺で
立ち止まりませんか。そして、新しい知識や技
術や考え方を付け足す前の「今の私」に目を向
けてみましょう。
　自分について学ぶということは、家にたとえ
ると基礎工事にあたります。地中深く、目に見
えないところにある基礎が不十分では、いくら
きれいな建物をその上に建てても、安心して住
むことはできません。

　　 はじめに
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　また、樹木にたとえると、根っこにあたりま
す。大きな樹木に育つには、やはり目に見えな
いところでしっかりと張

は
られた根が必要なので

す。根がしっかりしていないと、幹も葉も花も
果実も、満足に育たないのです。
　フランスの哲学者シモーヌ・ヴェイユさんは
こう言います。

根をもつこと、それはおそらく人間のもっとも

重要な欲求であると同時にもっとも無視されて

いる欲求である。

シモーヌ・ヴェイユ『根をもつこと』（岩波文庫）

あなたの人生を一本の樹木にたとえた時、「幹・枝・

葉・花・果実」は、それぞれどんなことを意味する

でしょうか。

「聞・問・開 1」で考えた一本の樹木を支える「根」は、

どんなことを意味するでしょうか。

　付け足す学びは重要です。人生に「広がり」
や「高まり」を与えてくれます。今までわから
なかったことがわかった時の喜び、できなかっ
たことができるようになった時の達成感は、さ
らなる学びに向かう原動力となり得ます。
　しかし、「成人＝人と成

な
る」ということが私の

課題となった時、付け足す前の自分について一緒

シモーヌ・ヴェイユ 
 （1909−1943）
フランスの哲学者。生前
は無名だったが、残され
たノートが編集・出版さ
れると、宗教・哲学・歴
史など多

た

岐
き

にわたる深い
思
し

索
さく

が注目され、高く評
価された。

聞・問・開 1

聞・問・開 2
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に学ぶことを大切にしたいのです。その学びは、
楽しいばかりとは言えません。時には、見たくも
なかった自分、認めたくない本性といったものが
見えてくるかもしれません。でも、そうすること
で、ようやく私の人生に「深まり」と「確かさ」
がいただけ、「他の誰でもないこの私」であるこ
とを喜んで生きることが始まるのでしょう。
　ただ、ここに一つの大きな問題があります。
私たちの眼

め
は外を向いています。そのためか、

私たちは自分の外を見るのは得意ですが、自分
の内を見ることができません。つまり、隣にい
る人のことはよくわかっても、自分のことには
意外と気づかないことが多いのです。
　本

ほん
願
がん
寺
じ
第八代の蓮

れん
如
にょ
という方は次のように

おっしゃっています。

人のわろき事は、能
よ

く能
よ

くみゆるなり。

わがみのわろき事は、おぼえざるものなり。

『蓮
れん
如
にょ
上
しょう
人
にん
御
ご
一
いち
代
だい
記
き
聞
きき
書
がき
』（『真

しん
宗
しゅう
聖
せい
典
てん
』p.1064）

　他人のよくないところはすぐ気になるのに、
自分のダメなところはなかなか気がつかないと
いうことです。なにも悪いところだけではあり
ません。自分のいいところも、自分では気づく
ことができていないのかもしれません。
　自分の姿を確かめるときに鏡が必要なよう
に、内面も含めて私をそのまま映し出し教えて
くれる何かが必要になります。中国の善

ぜん
導
どう
とい

う方は、それが仏教であるとおっしゃいました。

蓮
れん

如
にょ
（1415−1499）

本願寺第八代。「御
お

文
ふみ

」（手
紙）や、「 正

しょう

信
しん

偈
げ

」・「三
さん

帖
じょう

和
わ

讃
さん

」のお勤めの普及
により、衰

すい

退
たい

の極みにあっ
た本願寺を再

さい

興
こう

、発展さ
せた。その語録がまとめ
られたのが「蓮如上人御
一代記聞書」である。

善
ぜん

導
どう
（613−681）

中国浄土教の僧。「称
しょう

名
みょう

念仏」を中心とする浄土
思想を確立。『観無量寿経
疏（観

かん

経
ぎょう

疏
しょ

）』を 著
あらわ

す。
浄土真宗では、七

しち

高
こう

僧
そう

の
第五祖。
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経
きょう

教
きょう

はこれを喩
たと

うるに鏡
かがみ

のごとし

善導『観
かん
無
む
量
りょう
寿
じゅ
経
きょう
疏
しょ
』

　宗教の時間は「宗教に私を学ぶ時間」である
と受けとめ、仏教を「私を映し出す鏡」として
いただき、「ほんとうの自分に出会う」学びを
していきましょう。

なぜ、「ほんとうの自分に出会うこと」が大事なの

でしょうか。

【現代語訳】
経
きょう

典
てん

に示されている教え
は、私自身を明らかにし
てくれる「鏡」のような
ものである。

聞・問・開 3
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　本書を用いて学びを進めるにあたって、「聞
もん
・

問
もん
・開
かい
」という過程を大事にしていきます。

　最初の「聞」は話を聞くということです。学
びは聞くことから始まるのです。ほんとうに大
切な教えについて聞き、また、その教えに出会っ
た人の話を聞いていきます。さまざまな人のさ
まざまな話を聞くことを通して、自分が思い込
みや決めつけで生きていたことに、驚きと共に
気づいてほしいのです。深く学ぶためには驚き
が必要です。
　そして、聞き得たことをもとに自分を問うの
です。それが次の「問」です。学びの対象はあ
くまでも自分です。ですから、誤解を恐れずに
いうと、この宗教の時間では「世間の事・他人
の事」からは少し距離を置いて、「自分はどう
なんだ」という視点を忘れないようにしてくだ
さい。
　最後は「開」です。学んだこと、気づいたこ
とを仲間に向けて開いていきます。そうするこ
とで出会い得た「自分」を仲間と共に確認して
いくのです。
　また、「わからない」ということを大事にし
てください。「わからない」という自覚は、「わ

　　 願い　
～このテキストを使うにあたって～
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かった」ということよりも、時に大事だからで
す。ですから、「大丈夫です。私はわかってい
ますから」と、周囲との間に壁を作って閉じこ
もるのではなく、もう一度問い直すことから始
めませんか。そばにいる仲間を信頼し、自分を
オープンにするチャンスを大切にしてくださ
い。そうすることで、独

どく
善
ぜん
と孤

こ
独
どく
から開放され、

お互いをわかり合える、真の仲間が生まれてい
きます。
　古くから伝わる「花開きて　蝶

ちょう
自
おの
ずから来

きた

る」という言葉は、そうした「関係の開き方」
に対する基本を示しています。
　「開」の次は、また「聞」に戻ります。「聞・問・
開」という流れの中に、「気づく・考える・出
会う」があることを忘れることなく、皆さんと
一緒に「宗教に私を学ぶ時間」を共有していき
たいと願っています。

「花開きて　蝶自ずから来る」とはどういうことで

しょうか。自由に話し合いましょう。

【出典】
「花開きて…」
禅
ぜん

語。江戸時代の禅僧、
良
りょう

寛
かん

の漢詩「花
はな

無
む

心
しん

」の
言葉に由来するといわれ
ている。

聞・問・開 4


